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第 5 章 人と文化を伸びやかに育むまち
これまでの取り組み状況

　本町においても少子化は進んでおり、子どもの教育のあり方についても新たな視点から

の取り組みが求められています。また、青少年期の健全な育成や生涯を通じた学習環境の

充実を目指し、次のような取り組みを進めてきました。

○生涯学習体系の確立

　社会教育 ･ 体育施設の整備・充実を図るとともに、ソフト※面では自主的活動の支

援や、町の先生として人材バンク※に登録されているボランティア指導員を活用して

います。

　さらに、社会教育 ･ スポーツ ･ 図書館の各委員による各分野ごとに評価検討を実施

しています。

○幼児教育の充実

　子育て世代の経済的負担を軽減するため、３歳児以上の子どもの保育料と給食費を

無償化しました。

　また、稀薄になっている異世代交流として保育所児童とことぶき学園の高齢者との

交流を実施するとともに、幼稚園・保育所 ･ 子育て支援センター及び福祉関係者によ

る連絡会議を開催し連携強化を図っています。

○学校教育の充実

　小学校にあっては少子化による児童数の減少が著しく、適正な学校規模と子供たち

が集団生活で学ぶことに対応できるよう、平成 24 年４月に再編統合しました。

　また、中学校にあっては改築を行い、耐震化等安全な校舎にしました。

　小清水高等学校の閉校に伴い、東学区内の高校へ進学する生徒へ通学費の助成を

行っています。
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○青少年の健全育成

　子ども会・スポーツ少年団・青年団体への活動支援並びにふるさとまつり、植樹祭

への自主的な参加の促進を図っています。また、少年顕彰授賞式や少年の主張大会を

開催し、青少年活動の促進を図るとともに、青少年芸術鑑賞事業を実施して芸術文化

による人間形成を図っています。

　さらに、大人自身が積極的に実践することにより、子どもたちの豊かな心を育み、

青少年の健全育成と明るいまちづくり、地域づくりを目指して愛の声かけ運動を実施

しています。

○スポーツ ･レクリエーションの振興

　スポーツ協会及びスポーツ団体の自主的活動への支援の実施や、指導者養成の補助

を実施しています。

　また、町民ソフトボール大会・マラソン大会など各種大会の実施並びに水泳教室、

少年野球教室を開催しています。

　さらに、小学生を対象としたわんぱくスポーツ塾を開催し軽スポーツの指導、オホー

ツクの村での自然体験学習を実施しています。

○地域文化・芸術活動の振興

　文化協会及び文化団体の自主的活動の支援とともに、展示・舞台・ダンス・コンサー

トなどの町民発表の場として町民文化祭を開催しています。また、町民や子どもが身

近に文化・芸術に親しむことができる機会を提供するための鑑賞事業を実施するとと

もに、郷土資料保存会が中心となり郷土資料の収集と調査研究を行っています。

○国際交流・地域間交流の推進

　バードウォッチングを起爆剤としたインバウンド受入れのためのグローバル教育を

実施しています。
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（１） 基本方針

　幼児から高齢者に至るまで、それぞれのライフステージ※に併せた学習環境を整備す

るとともに、“学ぶ”活動をとおして積極的な社会参加やまちづくりへの参画が促され

るような仕組み作りを推進します。

（２） 施策の体系

（３） 施策の展開

施策名 展開の内容

生涯学習推進体制の

整備

①各関係機関、団体等の連携による生涯学習推進体制の確立

②社会教育計画に基づく生涯学習関連施策の展開

③総合教育会議の充実

生涯学習施設の整備

①社会教育施設を中心にした学校、地域コミュニティ※施設、

　保健福祉施設等のネットワーク※化

②身近に学習できる生涯学習関連施設の活用

まちづくり活動との

連携

①地域資源を活かした学習活動の推進と人材の育成

②多彩で特色ある学習プログラムの充実

③生涯学習ボランティア、まちづくりボランティアなどの活動

　推進と相互連携による活動の活性化

④学校支援地域本部事業との連携、有志指導者の発掘の推進

社会教育団体の育成 ①学習サークル※活動の支援、各団体の連携、活動の活性化

　　　　　【関連重点プロジェクト】：教育環境による居住推進プロジェクト

生涯学習体系の確立

生涯学習推進体制の整備

生涯学習施設の整備

まちづくり活動との連携

社会教育団体の育成

生涯学習体系の確立1
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（１） 基本方針

　情操、創造性などの基礎形成としての就学前教育の充実を図ります。また、高齢者交

流や幼 ･ 小 ･ 中の校種間交流を推進するとともに、家庭での親子の絆を深める共同体験、

親同士のネットワーク※づくりの推進さらには保育所との連携による子育ての各種情報

の提供を促進します。

（２） 施策の体系

（３） 施策の展開

施策名 展開の内容

幼児教育の充実

①就学前教育の充実・推進

②自然を活かした体験学習の実施

③高齢者交流、幼・小・中の校種間交流の充実

④子育て支援センターの充実

⑤保育施設の充実

家庭、保育所との連携

①親子の共同体験、親同士のネットワーク※づくりの推進

②広報誌、講演会等による各種情報の提供

③幼稚園、保育所の課題の把握、指導の充実

④就学前の小学校体験の推進

⑤特別支援教育を必要とする幼児の早期実態把握の推進と、幼稚

　園、保育所との連携による相談体制の充実

⑥幼稚園、保育所、学校、家庭との連携による幼児教育環境の

　充実

幼児教育の充実

幼児教育の充実

家庭、保育所との連携

幼児教育の充実2
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（１） 基本方針

　小中一貫教育による９年間を見通した学習プログラムを構築するとともに、小清水の

自然や文化を活用した学習機会を充実し、学習環境の整備と郷土意識の向上を図ります。

　教職員の適正な配置とコミュニティスクールの構築により地域と学校が一体となった

社会全体での教育を実現します。

（２） 施策の体系

（３） 施策の展開

施策名 展開の内容

小清水らしい教育の

推進

①自ら学び考える力を育成する学習プログラムの構築

②自然や文化の学習機会の充実

③環境保全、環境を活かした取組みに触れる機会の充実

④郷土の自然、産業、文化などの理解と愛着を深める郷土に

　根ざした教育の推進

⑤自立できる人間として確かな学力を養う教育の充実

⑥オホーツクの歴史や文化に理解を深め、国際的に活躍する意欲

　や夢の実現に向けて挑戦できる子どもの育成

教育環境の整備、充実

①新学習指導要領に基づく教育課程の編成を行い、自ら学び

　考える力の育成

②情報化教育の推進と情報モラル※の育成

③教育専門家の資質・能力向上のための研修体制の充実

④小中一貫教育の充実

⑤学校給食活用による食育※の推進、給食の充実

⑥特別支援教育支援員及び町費教員の配置

⑦学力及び学習意欲向上のため英語検定等の検定料助成制度の充実

⑧ ALT を活用した英語教育の推進

家庭、学校、地域との

連携

①地域密着による PTA 活動の活性化の促進

②コミュニティスクールの充実

③いじめ・不登校等の児童の未然防止、早期発見できる体制の整備・充実

学校教育の充実

小清水らしい教育の推進

教育環境の整備、充実

家庭、学校、地域との連携

学校教育の充実3
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（１） 基本方針

　子ども会、スポーツ少年団・青少年団体等の自主活動の支援に努め、地域活動との連

携により青少年の育成環境の整備を図ります。また、地域活動を活性化し、イベントや

体験・交流活動、ボランティア活動などに自主的、自発的な活動への参加を促進します。

（２） 施策の体系

（３） 施策の展開

施策名 展開の内容

育成環境の整備

①子ども会、スポーツ少年団、青少年団体等の自主的活動への

　支援

②地域活動との連携による自然、文化にふれあう機会の創出

育成運動の推進
①地域活動の活性化推進

②青少年の感性豊かな心を持つ運動の推進

まちづくりの参加促進
①イベント、地域活動、体験・交流活動及びボランティア活動へ

　の青少年の自主的・自発的参加の促進

青少年の健全育成

育成環境の整備

育成運動の推進

まちづくりの参加促進

青少年の健全育成4
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（１） 基本方針

　「いつでも・だれでも・どこでも」気軽にできる軽スポーツを振興し、町民の健康 ･

体力維持・増進を図ります。また、各種スポーツ施設の整備・充実を図るとともに、指

導者の育成・資質向上を図り、スポーツ活動の活性化を促進します。

（２） 施策の体系

（３） 施策の展開

施策名 展開の内容

スポーツ・

レクリエーションの

振興

①軽スポーツの振興による自主的・自発的スポーツの促進

②指導者の育成と資質の向上

③各種スポーツ団体・クラブの自主的活動の支援

施設の整備・充実
①多様なニーズ※に応えられる各種スポーツ施設の整備

②地域施設の有効活用

スポーツ・レクリエーションの振興

スポーツ・レクリエーションの振興

施設の整備・充実

スポーツ・レクリエーションの振興5
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（１） 基本方針

　町民が質の高い文化 ･ 芸術にふれる機会・参加できる環境づくりを促進し、指導者の

育成と組織強化を行うことで地域に根ざした文化 ･ 芸術活動の意識高揚、奨励・支援を

推進します。また、文化交流拠点として演劇、コンサートなどをできる施設整備を図る

とともに、郷土資料活用のための施設整備についても検討します。

（２） 施策の体系

（３） 施策の展開

施策名 展開の内容

文化・芸術活動の推進
①質の高い文化・芸術にふれる機会の創出

②参加できる環境づくりの推進、意識の高揚の促進

文化交流拠点の活用 ①演劇、コンサート、発表会などができる施設の充実

文化財の保存と活用

①関係団体との連携による郷土学習の推進と後継者の育成

②文化財の保存活用の促進

③町民の郷土意識の高揚の促進

④郷土資料活用のための施設管理

地域文化・芸術活動の振興

文化・芸術活動の推進

文化交流拠点の活用

文化財の保存と活用

地域文化・芸術活動の振興6
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（１） 基本方針

　グローバル化が進む時代にあって、生活、産業、教育、観光等あらゆる面で外国人の

訪れやすいまちづくりを推進していきます。

（２） 施策の体系

（３） 施策の展開

施策名 展開の内容

国際交流の促進
①外国人及び外国の生活・文化等にふれる機会の創出

②国際理解を深める事業の推進

地域間交流の促進

①教育・文化、スポーツなど多様な分野における交流機会づくり

②自治体、学校、団体等を単位とした地域間交流の推進

③「ふるさとこしみず会」の連携による人的ネットワーク※の

　形成と新たな交流の創出による地域の活性化促進

　　　　　【関連重点プロジェクト】：地域間連携プロジェクト

国際交流・地域間交流の推進

国際交流の促進

地域間交流の促進

国際交流・地域間交流の推進7




